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運用報告書（全体版） 

日本株セレクト･オープン“日本新世紀” 

日本株スタイル・ミックス・ファンド 

 

 
 

第44期（決算日：2021年12月10日） 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「日本株スタイル・ミックス・ファ

ンド」は、去る12月10日に第44期の決算を行いまし

た。ここに謹んで運用状況をご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 

信 託 期 間 2024年12月10日まで（2000年３月31日設定） 

運 用 方 針 

東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）をベンチマークと
し、中長期的に同指数を上回る投資成果をめざ

して運用を行います。投資スタイル毎の組入比
率は定量・定性分析をベースに決定することを
基本とします。株式の実質組入比率は、原則とし

て高位を維持します。 

主要運用対象 

日 本 株 

スタイル・ 
ミックス・ 
フ ァ ン ド 

日本株バリュー・ファンド・マザー

ファンド受益証券、日本株グロー
ス・ファンド・マザーファンド受益
証券および日本・小型株・ファンド・

マザーファンド受益証券を主要投
資対象とします。このほか、当ファ
ンドで直接投資することがあります。 

日本株グロース・ 
フ ァ ン ド ・ 
マザーファンド 

わが国の株式を主要投資対象とし

ます。 

日本株バリュー・ 
フ ァ ン ド ・ 

マザーファンド 

わが国の株式を主要投資対象とし
ます。 

日本・小型株・ 
フ ァ ン ド ・ 

マザーファンド 

わが国の株式を主要投資対象とし
ます。 

主な組入制限 

日 本 株 

スタイル・ 
ミックス・ 
フ ァ ン ド 

株式への実質投資割合に制限を設
けません。 

外貨建資産への投資は行いません。 

日本株グロース・ 
フ ァ ン ド ・ 
マザーファンド 

株式への投資割合に制限を設けま
せん。 
外貨建資産への投資は行いません。 

日本株バリュー・ 
フ ァ ン ド ・ 

マザーファンド 

株式への投資割合に制限を設けま
せん。 

外貨建資産への投資は行いません。 

日本・小型株・ 
フ ァ ン ド ・ 

マザーファンド 

株式への投資割合に制限を設けま
せん。 

外貨建資産への投資は行いません。 

分 配 方 針 

経費等控除後の配当等収益および売買益（評価

益を含みます。）等の全額を分配対象額とし、分
配金額は、基準価額水準、市況動向等を勘案して
委託会社が決定します。ただし、分配対象収益が

少額の場合には分配を行わないことがあります。 

※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
※ 公募株式投資信託は税法上、「NISA（少額投資非課税制度）およびジュ

ニアNISA（未成年者少額投資非課税制度）」の適用対象です。 
詳しくは販売会社にお問い合わせください。 
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日本株スタイル・ミックス・ファンド

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 東 証 株 価 指 数 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

（ＴＯＰＩＸ） 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

40期(2019年12月10日) 10,511 600 11.3 1,720.77 10.8 98.4 － 891 

41期(2020年６月10日) 10,095 0 △ 4.0 1,624.71 △ 5.6 93.6 － 859 

42期(2020年12月10日) 10,792 800 14.8 1,776.21 9.3 98.6 － 899 

43期(2021年６月10日) 11,428 800 13.3 1,956.73 10.2 97.7 － 977 

44期(2021年12月10日) 11,614 150 2.9 1,975.48 1.0 97.5 － 1,029 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）とは、東京証券取引所第一部に上場する内国普通株式全銘柄を対象として算出した指数で、わが国の株式

市場全体の値動きを表す代表的な株価指数です。ＴＯＰＩＸに関する知的財産権その他一切の権利は東京証券取引所に帰属します。東

京証券取引所は、ＴＯＰＩＸの指数値及びそこに含まれるデータの正確性、完全性を保証するものではありません。東京証券取引所は、

ＴＯＰＩＸの算出もしくは公表の方法の変更、ＴＯＰＩＸの算出もしくは公表の停止またはＴＯＰＩＸの商標の変更もしくは使用の停

止を行う権利を有しています。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
      

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 東 証 株 価 指 数 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率  騰 落 率 （ＴＯＰＩＸ） 騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2021年６月10日 11,428 － 1,956.73 － 97.7 － 

６月末 11,466 0.3 1,943.57 △0.7 97.1 － 

７月末 11,112 △2.8 1,901.08 △2.8 97.6 － 

８月末 11,412 △0.1 1,960.70 0.2 98.2 － 

９月末 11,951 4.6 2,030.16 3.8 97.4 － 

10月末 11,923 4.3 2,001.18 2.3 97.6 － 

11月末 11,580 1.3 1,928.35 △1.5 97.3 － 

(期  末)       

2021年12月10日 11,764 2.9 1,975.48 1.0 97.5 － 
 

（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
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日本株スタイル・ミックス・ファンド

運用経過
第44期：2021年６月11日～2021年12月10日

当期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移
（円） （百万円）
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純資産総額：右目盛

基準価額：左目盛

ベンチマーク：左目盛

分配金再投資基準価額：左目盛

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

第 4 4 期 首 11,428円
第 4 4 期 末 11,614円
既払分配金 150円
騰 落 率 2.9％

（分配金再投資ベース）

日本株スタイル・ミックス・ファンド
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日本株スタイル・ミックス・ファンド

新型コロナウイルスの新規感染者数が減少傾向となり、経済正常
化への期待が高まったことなどから国内株式市況全体が堅調に推
移し、日本株グロース・ファンド・マザーファンド受益証券（以
下、グロースマザー）、日本株バリュー・ファンド・マザーファ
ンド受益証券（以下、バリューマザー）、日本・小型株・ファン
ド・マザーファンド受益証券（以下、小型株マザー）ともに上昇
したことが基準価額の上昇要因となりました。

基準価額の主な変動要因

基準価額は期首に比べ2.9％（分配金再投資ベース）の上昇とな
りました。

基準価額の動き

ファンドの騰落率は、ベンチマークの騰落率（1.0％）を1.9％
上回りました。

ベンチマークとの差異

上昇要因

中国不動産大手企業の債務問題や新型コロナウイルスの新たな変
異株の感染拡大不安が懸念されたことなどから一時的に国内株式
市況全体が下落したことが基準価額の一時的な下落要因となりま
した。

下落要因

組入ファンド 騰落率 組入比率(対純資産総額）
日本株グロース・ファンド・マザーファンド 4.8％ 35.9％
日本株バリュー・ファンド・マザーファンド 2.8％ 52.5％
日本・小型株・ファンド・マザーファンド 4.7％ 11.3％

日本株スタイル・ミックス・ファンド

― 3 ―

02_コメント-費用-TER_10pt_896942.indd   302_コメント-費用-TER_10pt_896942.indd   3 2022/01/27   9:22:552022/01/27   9:22:55



6

日本株スタイル・ミックス・ファンド

第44期：2021年６月11日～2021年12月10日

投資環境について

  国内株式市況
国内株式市況は上昇しました。
期首から2021年８月中旬にかけては、新
型コロナウイルスのワクチン接種普及な
どによる経済正常化への期待と、新型コ
ロナウイルスの新規感染者数の再拡大な
どによる経済活動に対する先行き不透明
感が綱引きする展開となり、一進一退で
推移しました。
８月下旬から期末にかけては、中国不動

産大手企業の債務問題や新型コロナウイ
ルスの新たな変異株の感染拡大不安が懸
念されたことなどから市況が大きく変動
する局面もあったものの、国内の新政権
への政策期待が高まる中で国内において
新型コロナウイルスの新規感染者数が減
少傾向となり、経済正常化への期待が高
まったことなどから、国内株式市況は上
昇しました。

当該投資信託のポートフォリオについて

  日本株スタイル・ミックス・ファンド
当ファンドは、期を通じて３つのマザー
ファンドの合計組入比率を高位で維持し
ました。
スタイル（バリュー、グロース）の投資
配分は、期首からは景気の急速な回復に
よるバリューの巻き戻しに備え、バ
リューをオーバーウェイトとしていまし
た。その後、バリュー指数に対するグ
ロース指数の下落が大きかったことから、
グロース指数の巻き戻しリスクに備え、
バリューのオーバーウェイト比率を引き
下げる決定をしました。2021年６月下旬
から期末にかけてはバリューの調整が一
定程度進んだことから、再びバリューの
オーバーウェイト比率を段階的に引き上

げる決定をしました。当面は堅調な商品
市況によるインフレ期待などもあって金
利上昇が継続すると考えバリュー優位の
展開を想定しています。
サイズは期首からはバリュエーション面
で割安感が強まった大型株優位の展開を
想定し大型をオーバーウェイトとしてい
ました。その後、小型株の調整が進んだ
ことから、大型のオーバーウェイト比率
を引き下げる決定をしました。６月下旬
から期末にかけては大型株の調整が一定
程度進んだことから、再び大型のオー
バーウェイト比率を段階的に引き上げる
決定をしました。当面はバリュエーショ
ン面で割安感が強まった大型株優位の展
開を想定しています。

日本株スタイル・ミックス・ファンド

― 4 ―

02_コメント-費用-TER_10pt_896942.indd   402_コメント-費用-TER_10pt_896942.indd   4 2022/01/27   9:22:562022/01/27   9:22:56



7

日本株スタイル・ミックス・ファンド

（ご参考）

■組入比率の推移 （月末ベース）
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日本株グロース・ファンド・マザーファンド
日本・小型株・ファンド・マザーファンド

日本株バリュー・ファンド・マザーファンド
コールその他資産 株式実質

  日本株グロース・ファンド・マザー
ファンド
個別銘柄の選別においては、収益の成長
力が市場平均と比べて高いと判断される
銘柄の中から、主力事業で優位性を持ち、
ニュービジネスに対する取り組み姿勢等
に勝る銘柄を厳選し投資を行いました。
成長シナリオの変化、定性評価の修正、
新規投資銘柄候補との相対比較等を勘案
し、組入銘柄の入れ替えを適宜行いまし
た。

組入銘柄数は概ね55～58銘柄程度で推移
させました。ファンダメンタルズの変化
や新規投資候補銘柄との相対比較等を勘
案し、適宜銘柄入れ替えを行いました。
血球計測装置の新製品等による業績拡大
に期待して「シスメックス」など11銘柄
を新規に組み入れました。一方、業績拡
大に伴い株価評価が進んだと判断した
「ＴＩＳ」など13銘柄を全株売却しまし
た。

日本株スタイル・ミックス・ファンド
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日本株スタイル・ミックス・ファンド

  日本株バリュー・ファンド・マザー
ファンド
RUSSELL/NOMURA Large Cap Value
インデックスの銘柄群の中から割安と判
断される銘柄に厳選して投資することに
より、値上がり益の獲得をめざし、銘柄
選定を行いました。また、組入銘柄・組
入比率は、保有している不動産等の含み
損益を考慮した独自の修正株価純資産倍
率（ＰＢＲ）を基にセクター内比較等を
行い、その上で、経営陣が保有資産の価
値を最大化しようとしているかや同一業
種内における企業の優位性などの定性面
の評価などを総合的に考慮して決定しま
した。
組入銘柄数は44～54銘柄で推移させまし
た。株価水準と企業の競争力や業績の変
化などを勘案し、より割安と判断される
銘柄への入れ替えを機動的・継続的に行
いました。当期では、「三菱商事」や「味
の素」など11銘柄を新規に組み入れまし
た。また、「富士通」や「パナソニック」
など４銘柄を全株売却しました。

  日本・小型株・ファンド・マザー
ファンド
国内小型株式のうち独自の技術やノウハ
ウを有し、中長期的な成長が見込める企
業などを中心に選別投資を行いました。
組入銘柄数は概ね87～93銘柄程度で推移
させました。ファンダメンタルズの変化
や新規投資候補銘柄との相対比較等を勘
案し、適宜銘柄入れ替えを行いました。
期首期末比では、自動車向けモーターコ
アなどを手掛ける「三井ハイテック」、専
門職など人材紹介の「クリーク・アン
ド・リバー社」 など６銘柄を新規に組み
入れました。一方、システム構築の「電
通国際情報サービス」や自動車部品の
「エフ・シー・シー」など11銘柄を全株
売却しました。

日本株スタイル・ミックス・ファンド
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日本株スタイル・ミックス・ファンド

  日本株スタイル・ミックス・ファンド
ファンドの騰落率は、ベンチマークの騰落率（1.0％） 
を1.9％上回りました。

バリューマザー、小型株マザーはそれぞれベンチマー
クをアウトパフォームしましたが、グロースマザーは
ベンチマークをアンダーパフォームしました。資産配
分効果はスタイルはマイナス、サイズはほぼゼロとな
りました。

  日本株グロース・ファンド・マザーファンド
プラス要因
業種配分要因： 電気機器をベンチマークに対してオー

バーウェイト、その他製品をアンダーウェイトとしていたことがプラスに寄
与しました。

銘柄選択要因： 「レーザーテック」、「第一三共」をベンチマークに対してオーバーウェイト
としていたことがプラスに寄与しました。

マイナス要因
業種配分要因： 精密機器をベンチマークに対してアンダーウェイト、情報・通信業をオー

バーウェイトとしていたことがマイナスに影響しました。
銘柄選択要因： 「昭和電工」をベンチマークに対してオーバーウェイト、「ソフトバンクグ

ループ」を概ねオーバーウェイトとしていたことがマイナスに影響しました。

  日本株バリュー・ファンド・マザーファンド
プラス要因
業種配分要因： 不動産業をベンチマークに対してアンダーウェイトとしていたことや電気機

器をベンチマークに対してオーバーウェイトとしていたことがプラスに寄与
しました。

当該投資信託のベンチマークとの差異について

（％）

2021/６/10 ～ 2021/12/10
0.0

1.0

2.0

3.0

基準価額（ベビーファンド）と
ベンチマークの対比（騰落率）

※ファンドの騰落率は分配金込みで計算して
います。
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銘柄選択要因： 「イビデン」、「ソニーグループ」をベンチマークに対してオーバーウェイト
としていたことがプラスに寄与しました。

マイナス要因
業種配分要因： 非鉄金属、繊維製品をベンチマークに対してオーバーウェイトとしていたこ

とがマイナスに影響しました。
銘柄選択要因： 「三菱瓦斯化学」、「三菱重工業」をベンチマークに対してオーバーウェイト

としていたことがマイナスに影響しました。

  日本・小型株・ファンド・マザーファンド
プラス要因
業種配分要因： その他製品をベンチマークに対してオーバーウェイトとしていたことがプラ

スに寄与しました。
銘柄選択要因： 「セルソース」、「ベイカレント・コンサルティング」などの株価上昇がプラ

スに寄与しました。

マイナス要因
業種配分要因： 精密機器をベンチマークに対してオーバーウェイトとしていたことがマイナ

スに影響しました。
銘柄選択要因： 「田岡化学工業」、「ユーザベース」などの株価下落がマイナスに影響しまし

た。

日本株スタイル・ミックス・ファンド
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分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、分配対象額の水準等を勘案し、次表の通
りとさせていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産
中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目 第44期
2021年６月11日～2021年12月10日

当期分配金（対基準価額比率） 150（1.275％）

当期の収益 150

当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 3,280

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。

日本株スタイル・ミックス・ファンド
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今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

  日本株スタイル・ミックス・ファンド
当面の株式市況は、新型コロナウイルス
の影響により不安定な展開が継続すると
想定しています。国内の新型コロナウイ
ルスワクチン接種の着実な進展なども
あって、2021年10月の緊急事態宣言の
解除以降も新型コロナウイルス新規感染
者数は低位での推移が継続しています。
経済が徐々に正常化へ向かいつつある中
で、今後は大規模な経済対策の実行が期
待されることから、経済回復ペースは加
速するとの見通しのもと当面はバリュー
優位な展開を想定します。サイズは小型
株に対してバリュエーション面で割安感
が強い大型株が優位な展開を想定します。
その一方、足下では新型コロナウイルス
変異株の発生が確認されるなど、感染者
数の増加への懸念も根強いことから、感
染拡大ペースと経済の回復ペースは慎重
に見極める方針です。投資スタイルは、
過去においてスタイル・サイズともに循
環しており、徐々にグロースの割安感も
生じつつあると考えています。各国の株
式、債券、為替市場の今後の展開やＰＢ
Ｒ面から回復が進みつつある素材セク
ター（鉄鋼や鉱業など）などの株価動向
を見極めつつ、機動的な投資判断を行う
方針です。

  日本株グロース・ファンド・マザー
ファンド
マネジメント力、バリュエーション、中
長期的な成長や収益力改善のためにどの
ような施策に取り組んでいるのかなどを
精査し、強い競争力があり、中長期的な
成長期待が持てる企業を中心に銘柄選別
を行っていく方針です。
当面の株式市況は、新型コロナウイルス
の新たな変異株の感染拡大懸念などから
方向感が出づらい展開を想定します。し
かし、各国政府の感染拡大阻止に向けた
迅速な動きなどから過度な懸念はしてお
りません。米国を中心に長期金利の動向
や各国の金融政策には留意が必要ですが、
中期的に見れば、各国の経済対策やワク
チン接種普及などにより新型コロナウイ
ルス問題が収束に向かうに伴い個人や企
業の活動状況が正常化され様々な需要が
期待されることから、堅調な経済環境を
想定します。引き続き、株価のバリュ
エーションなどに留意し企業調査を通じ
て銘柄の厳選を継続する所存です。

  日本株バリュー・ファンド・マザー
ファンド
今後も大型・中型株式の中から、企業の
資産価値や収益力などから判断して、株
価が割安に放置されていると思われる銘

日本株スタイル・ミックス・ファンド
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柄に厳選して投資することで、中長期的
にベンチマークを上回る投資成果をめざ
して運用を行います。
世界的に経済活動が正常化に向かう中で
労働力不足やエネルギー不足が顕在化し、
人件費・輸送費・原材料費などのコスト
が上昇しています。底流には労働人口の
減少傾向やカーボンニュートラルによる
エネルギー転換など構造的な要因もある
ことから、コスト上昇は長期化する可能
性もあり、経営者がいかに対応していく
かに注目しています。
こうした変化を見極め、企業の本質的な
価値から判断してより割安と判断できる
個別銘柄を選択していく方針です。

  日本・小型株・ファンド・マザー
ファンド
今後も、主としてわが国の小型株式の中
から、ボトムアップアプローチにより成
長性が高いと判断される銘柄を厳選して
投資することを基本とします。
小型株の業績見通しは新型コロナウイル

スの影響からの回復が継続している企業
が多く、変異株に対する懸念はあるもの
の、今後も堅調な推移は持続するものと
判断しています。また、景況感などに左
右されず好調な業績が続く見通しの企業
もみられ、独自の技術や特徴的なサービ
スを持つ企業が多数存在する小型株市場
は中長期では成長性の高い魅力ある市場
と考えております。
個別銘柄選別をコアの投資戦略としつつ、
マーケット全体の方向性やセクター動向
なども注視していく所存です。
日本の小型株市場はいまだ非効率的で、
投資家に十分に認知されていない成長企
業は多く存在すると考えており、こうし
た成長企業への投資を継続する方針です。
今後も企業との直接取材を積極化するな
ど、個別企業の業績動向に焦点をあてた
基本戦略であるボトムアップアプローチ
を通じて、成長企業への投資機会を積極
的に探り、パフォーマンスの獲得を図る
方針です。

日本株スタイル・ミックス・ファンド
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2021年６月11日～2021年12月10日

１万口当たりの費用明細

（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を
含む）は、追加・解約により受益権口数に変動が
あるため、簡便法により算出した結果です。

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注） 売買委託手数料およびその他費用は、このファン
ドが組み入れている親投資信託が支払った金額の
うち、当ファンドに対応するものを含みます。

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除し
て100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未
満は四捨五入してあります。

項目
当期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 96 0.827 (ａ)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) ( 45) (0.386) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) ( 45) (0.386) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) (  6) (0.055) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)売買委託手数料 7  0.058  (ｂ)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数
有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料

( 株 式 ) (  7) (0.058) 

(ｃ)そ の 他 費 用 0  0.001  (ｃ)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

( 監 査 費 用 ) (  0) (0.001) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用

合　　計 103  0.886  

期中の平均基準価額は、11,666円です。

日本株スタイル・ミックス・ファンド
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（参考情報）
■総経費率
当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有
価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じ
た数で除した総経費率（年率）は1.65％です。

（注） 費用は、１万口当たりの費用明細において用いた
簡便法により算出したものです。

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手
数料及び有価証券取引税を含みません。

（注） 各比率は、年率換算した値です。
（注） 前記の前提条件で算出したものです。このため、

これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。

運用管理費用（受託会社）
0.11％

その他費用
0.00％

運用管理費用（販売会社）
0.77％

運用管理費用（投信会社）
0.77％総経費率

1.65％

日本株スタイル・ミックス・ファンド
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○売買及び取引の状況 (2021年６月11日～2021年12月10日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
日本株グロース・ファンド・マザーファンド 44,792 73,063 57,416 96,015 

日本株バリュー・ファンド・マザーファンド 39,602 139,378 26,211 90,852 
日本・小型株・ファンド・マザーファンド 3,156 27,798 4,447 40,601 

 
 
 

○株式売買比率 (2021年６月11日～2021年12月10日) 

 

項 目 
当 期 

日本株グロース・ファンド・ 
マザーファンド 

日本株バリュー・ファンド・ 
マザーファンド 

日本・小型株・ファンド・ 
マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 7,940,832千円 10,098,875千円 3,532,426千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 8,895,962千円 11,668,267千円 8,870,040千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.89   0.86   0.39   
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2021年６月11日～2021年12月10日) 

 

＜日本株スタイル・ミックス・ファンド＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜日本株グロース・ファンド・マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 3,682 312 8.5 4,258 653 15.3 

平均保有割合 4.4%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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＜日本株バリュー・ファンド・マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 5,632 1,293 23.0 4,465 1,279 28.6 

平均保有割合 4.2%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

＜日本・小型株・ファンド・マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 1,425 150 10.5 2,106 291 13.8 

平均保有割合 1.4%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

 

＜日本株バリュー・ファンド・マザーファンド＞ 

種       類 買 付 額 売 付 額 当 期 末 保 有 額 

 百万円 百万円 百万円 
株式 76 254 499 

 
 
 

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 601千円 
うち利害関係人への支払額（B） 120千円 

（B）／（A） 20.1％   
 

（注） 売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
ＵＦＪモルガン・スタンレー証券、三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ、モルガン・スタンレーＭＵＦＧ証券です。 

 

  

利害関係人の発行する有価証券等 
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○組入資産の明細 (2021年12月10日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

日本株グロース・ファンド・マザーファンド 232,004 219,380 369,524 

日本株バリュー・ファンド・マザーファンド 140,989 154,379 540,962 

日本・小型株・ファンド・マザーファンド 14,312 13,021 116,693 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2021年12月10日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

日本株グロース・ファンド・マザーファンド 369,524 35.1 

日本株バリュー・ファンド・マザーファンド 540,962 51.4 

日本・小型株・ファンド・マザーファンド 116,693 11.1 

コール・ローン等、その他 24,431 2.4 

投資信託財産総額 1,051,610 100.0 
 
 
 

 

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2021年12月10日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 1,051,610,770   

 コール・ローン等 11,093,922   

 日本株グロース・ファンド・マザーファンド(評価額) 369,524,719   

 日本株バリュー・ファンド・マザーファンド(評価額) 540,962,817   

 日本・小型株・ファンド・マザーファンド(評価額) 116,693,223   

 未収入金 13,336,089   

(B) 負債 21,912,045   

 未払収益分配金 13,298,629   

 未払解約金 999   

 未払信託報酬 8,597,572   

 未払利息 2   

 その他未払費用 14,843   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,029,698,725   

 元本 886,575,326   

 次期繰越損益金 143,123,399   

(D) 受益権総口数 886,575,326口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 11,614円 
 
＜注記事項＞ 

①期首元本額 855,762,953円 

期中追加設定元本額 49,567,232円 

期中一部解約元本額 18,754,859円 

また、１口当たり純資産額は、期末1.1614円です。 

 

○損益の状況 (2021年６月11日～2021年12月10日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △        839   

 受取利息 9   

 支払利息 △        848   

(B) 有価証券売買損益 38,129,242   

 売買益 39,303,751   

 売買損 △  1,174,509   

(C) 信託報酬等 △  8,612,415   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 29,515,988   

(E) 前期繰越損益金 51,832,943   

(F) 追加信託差損益金 75,073,097   

 (配当等相当額) (  222,681,382)  

 (売買損益相当額) (△147,608,285)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 156,422,028   

(H) 収益分配金 △ 13,298,629   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 143,123,399   

 追加信託差損益金 75,073,097   

 (配当等相当額) (  222,761,478)  

 (売買損益相当額) (△147,688,381)  

 分配準備積立金 68,050,302   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

②分配金の計算過程 

項 目 
2021年６月11日～ 
2021年12月10日 

費用控除後の配当等収益額 6,746,483円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 22,769,505円 

収益調整金額 222,761,478円 

分配準備積立金額 51,832,943円 

当ファンドの分配対象収益額 304,110,409円 

１万口当たり収益分配対象額 3,430円 

１万口当たり分配金額 150円 

収益分配金金額 13,298,629円 
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○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 150円 
 
◆分配金は決算日から起算して５営業日までにお支払いを開始しております。 

◆分配金を再投資される方のお手取分配金は、2021年12月10日現在の基準価額に基づいて、みなさまの口座に繰り入れて再投資いたしました。

◆課税上の取り扱い 

・分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金

（特別分配金）」に分かれます。 

・分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、全額が普通分配金となります。分配後の基準価額が個別元本を下回る場合には、

下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）となり、残りの額が普通分配金となります。 

・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した額

が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

・個人受益者が支払いを受ける収益分配金のうち普通分配金については配当所得として課税され、原則として、20.315％（所得税15％、復興

特別所得税0.315％、地方税５％）の税率で源泉徴収（申告不要）されます。確定申告を行い、総合課税・申告分離課税を選択することも

できます。 

・分配時において、外国税控除の適用となった場合には、分配時の税金が上記と異なる場合があります。 

 

※法人受益者に対する課税は異なります。 

※課税上の取扱いの詳細については、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。 

※税法が改正された場合等には、上記内容が変更になることがあります。 

※NISAおよびジュニアNISAをご利用の場合、毎年、一定額の範囲で新たに購入した公募株式投資信託などから生じる配当所得および譲渡所

得が一定期間非課税となります。 

 

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 
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